


2017年6月25日 (日 )

定員・・・・700名様（先着順）
申込締切・・6月25日（日）
資料代・・・3,000円（学生：1,000円 /要学生証）
　　　　　　　　　※当日、受付にてお支払いください。

◎ 地下鉄東西線　九段下駅（出口6）・竹橋駅（北の丸方面出口）下車　徒歩5分
◎ 地下鉄三田線　神保町駅（出口A6・A8）下車　徒歩5分
◎ 地下鉄新宿線 /半蔵門線　神保町駅（出口A1）下車　徒歩2分

日本教育会館一ツ橋ホール　交通アクセス

シンポジウムのお申し込み

WEB

FAX

「我が事 丸ごと」　　罪に問われた障がい者

要事前申込

                                          
  「共生社会を創る愛の基金」は、前厚生事務次官・村木厚子さんが「郵便
不正冤罪事件」で得た国家賠償金を基に2012年に立ち上げられました。
社会のなかで「生きにくさ」を抱え、犯罪を繰り返している障がい者や、 障
がいがあるため十分な取り調べや裁判を受けられない、「罪に問われた障が
い者」への支援の充実を目指し研究事業・助成事業・広報活動に取り組んで
います。

～「我が事 丸ごと」は罪に問われた障がい者に届くのか～

※申込書にご記入の際は、大きくはっきりとした楷書体でお書きいただきますよう、お願いいたします。
※当日は、FAXしていただきましたこの用紙を受付までお持ちください。

「共生社会を創る愛の基金」とは

専用応募フォーム http://www.airinkai.or.jp/ainokikin/
専用応募フォームからご送信いただきますと、受信確認のメールが自動配信されます。

※当日は、その自動送信メールを印刷の上、受付までお持ちください。

近年、高齢者・障がい者・子どもという対象や、サービスの提供者と受給者にとらわれない、地域住民が
互いに助け合う「我が事 丸ごと」の地域共生社会に向けた議論が始まっています。「罪に問われた障がい者」
は、ともすれば「地域」からこぼれ落ち、「制度の狭間」に落ちてしまうことが多いです。彼らは「丸ごと」
の中の人とされて認識されているのか。「地域」はどの様に受け止めればよいのか。地域での実践を踏まえ、
「我が事 丸ごと」地域共生社会実現本部のメンバーと共に考えます。

※ご記入の住所について、いずれか○をつけてください。（   職場   /   自宅   ）

○をつけてください

学生  /  一般

所属 役職ふりがな
氏名

都 道 府 県


